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アルテミス合意について

○アルテミス合意は、アルテミス計画を含む広範な宇宙空間の各国宇宙機関による民生探査・

利用の諸原則について、関係各国の共通認識を示すことを目的とした法的拘束力の無い政治

的宣言。

米国及び米国が個別に声をかけた計8カ国

（日、加、英、伊、豪、ルクセンブルグ、ＵＡＥ）

※アルテミス計画への参画は条件とせず、また、今後

新たな国の署名も受け入れる予定。

概要・経緯

参加国

署名の概要
署名日：２０２０年１０月１３日（火）【米国時間】

（日本時間では１０月１４日（水）未明）

署名者：日本 萩生田文部科学大臣

井上内閣府特命担当大臣（宇宙政策）

米国 ブライデンスタインＮＡＳＡ長官 1



平和目的の確認、政策・計画の透明性の確保、相互運用の確保、緊急時の相互援助、宇宙物体の登録、科

学的データの公開等を確認。

宇宙空間の民生探査・利用のガバナンス強化のための共通ビジョンの確立を目的とし、各署名国の宇宙機

関により実施される民生宇宙活動に適用。具体的な実施方法は、他の法的枠組により定められる。

（１）目的・適用範囲・実施

（２）国際的な諸原則の確認

（３）宇宙空間の遺産の保全

歴史的に重要な人類・ロボットの着陸地点等、天体上の活動の証拠を保全。

（４）宇宙資源

宇宙資源の採取及び利用が、宇宙条約に沿った形で行われるべきこと、また宇宙資源の採取が宇宙条約が禁

止している国家による天体等に関する主権の主張等にはあたらないことを確認。

（５）宇宙活動における衝突回避

他国への有害な干渉を避けるため、自国の活動に関する情報を他国に提供すると共に、「安全区域」を設定。

（６）軌道上デブリ

ミッション終了時の宇宙機の廃棄等、軌道上デブリ低減のための責任を明記。

アルテミス合意の内容
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古川聡56歳博士(医学)1回のフライト経験

星出彰彦51歳修士(工学)ISS船⾧として3回目のフライト予定

油井亀美也50歳テストパイロット(前職)1回のフライト経験

野口聡一55歳博士(学術)3回目のフライト予定

金井宣茂43歳潜水医官(前職)1回のフライト経験

大西卓哉44歳パイロット(前職)1回のフライト経験

若田光一57歳博士(工学)日本人初ISS船⾧4回のフライト経験
※年齢は2020年10月時点

○ 現役日本人宇宙飛行士の高齢化
• 現役宇宙飛行士７名（平均年齢:５１歳）、最年少は金井飛行士（４３歳）
• ゲートウェイ搭乗が始まる２０２５年には４名、月面活動が活発化する２０３０年には２名 （定年:６０歳）○ 文部科学大臣とＮＡＳＡ⾧官による月探査協力に関する共同宣言（ＪＥＤＩ）への署名による、日本人宇宙飛行士の活動機会の具体化○ アルテミス合意への署名等を受けた、国際宇宙探査や月探査に向けた機運の高まり

背景

○ 募集開始時期: 2021年 秋頃○ 募集人数: 若干名
• 今後、５年に１度程度の募集サイクルを繰り返すことで応募機会を増やす方針○ 選抜・訓練に要する期間: 約４～５年
• 募集準備（１年）、募集・選抜（１年）、基礎訓練（２年）、固有訓練（最短１年）

募集の内容
新たな日本人宇宙飛行士の募集について
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